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狛江市のシンボルである多摩川と その周辺は、 自然が豊かで、 かつ歴史・ 文

化遺産やスポーツを楽し める公園も あり 、「 観光」、「 憩い」、「 学習」 など、様々

な側面で、 非常に高いポテンシャ ルを持っ ているエリ アであると 言えます。

人口減少社会が到来し ている現代において、 こ れまで人口増加が続いてきた

狛江市でも 、 昨年６ 月を境に減少傾向に転じ 、 出生数の減少や高齢化の進展

と も 相まっ て、 基礎自治体と し て、 今後ますます厳し い状況に置かれるこ と

が予測さ れています。

こ のよう な状況の変化を敏感に感じ 、 こ れから も 狛江市が住みたいまち・ 子

育てし たいまちと し て選ばれ続けるために、 どのよう な戦略でまちづく り を

進めるべきか。 若手職員がそれぞれの立場の中で考えていかなければなり ま

せん。

今回、 その一つの答と し て、 若手職員 10 名が、 多摩川周辺の地域資源の利

活用による長期戦略と し て『 多摩川周辺エリ ア・ 未来デザイ ンノ ート 』 をま

と めまし た。

こ のなかでは、 和泉多摩川駅周辺と 西河原公園周辺及びそれら をつなぐ ネッ

ト ワーク について、 具体的な提案をし ていますが、 こ こ で提案し ている施策

は、 今後、 関係部署や関係機関と の協議・ 調整、 住民参加等を経ながら 、 市

の政策決定プロセスに落と し 込んだう えで、 順次、 取り 組んでまいり ます。

2022 年 9 月

狛江市長 松原 俊雄

■デザイ ンノ ート の位置づけ

狛江市未来戦略会議は、「 狛江市未来戦略会議の設置及び運営に関

する 要綱」 に基づき、 市長を 座長と し て、 市職員が中長期的な視点

に立っ た施策等を立案する ために設置する も のです。

今回の未来戦略会議 2021-2022 では、 狛江市の貴重な財産である

と と も に、 日常の生活における「 憩いの場」 や「 にぎわいの場」 と

し て市民に親し まれている「 多摩川」 と 、 その周辺の地域資源の利

活用を テーマと し て、 職員 10 名によ り 検討を重ねてき まし た。
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テーマと 全体コ ンセプト

狛江で憩う 。 ふら っ と 行こ う 。
ー「 まち」 と 「 かわ」 が一体と なっ た多摩川周辺エリ アの空間リ ノ ベーショ ンー

テーマ 全体コ ンセプト

身近な自然にふれあい、 遊び心がく すぐ ら れる空間に

多摩川や西河原公園と いっ た 身近な 場

所で 自然にふれあい、 水や緑を 眺めて

リ ラ ッ ク スし たり 、　 水遊びや水上アク

ティ ビ ティ など子ども も 大人も 、 遊び心

がく すぐ ら れる空間を目指し ます。

地域の商店で飲食・ 買い物を楽し み、 週

末は駅前広場や河川敷な ど のイ ベン ト

に気軽に参加する など、 人と 人がつなが

り 、 にぎわいが生まれる 、 わく わく する

空間を 目指し ます。

桜並木の美し い六郷さ く ら 通り 、 冬の

美し い富士山が眺めら れる 遊歩道など、

四季折々の街並みを 感じ 、 狛江の文化

や自然に触れな がら 、 のんびり 歩き た

く なる 道を目指し ます。

人と 人がつながり 、 にぎわいが生まれる、 わく わく する空間に

四季折々の街並みを 感じ 、 のんびり 歩き たく なる道に

1

多摩川周辺エリ アは、 多摩川や西河原公園の木々に代表さ れるよう に自然が豊かで、 多く の狛江市

民に親し まれています。 また、 多摩川を少し 離れると 、 むいから 民家園や玉翠園跡、 万葉歌碑など

の歴史・ 文化遺産や、 ノ スタ ルジッ ク な雰囲気を感じ る和泉多摩川商店街など、 狛江のローカ ルな

良さ がぎゅっ と 詰まっ たエリ アでも あり ます。

そこ で、 多摩川周辺エリ アにあるこ れら の資源を有効に活用し て、 市外から 来た人がふら っ と 立ち

寄り たく なる、 フ ラ ッ ト （ f lat ＝平坦） な狛江の道でのんびり 歩き たく なる。 また、 市内の人も つ

いつい多摩川に引き寄せら れ、 それぞれの「 憩い」 の時間を過ごせるよう な空間にリ ノ ベーショ ン

し ていきます。

あわせて、 今後こ のリ ノ ベーショ ンを進めるにあたり 、「 身近な自然にふれあい、 遊び心がく すぐ ら

れる空間に」、「 人と 人がつながり 、 にぎわいが生まれる、 わく わく する空間に」、「 四季折々の街並

みを感じ 、 のんびり 歩きたく なる道に」 と いう 3 つのコ ンセプト を定めまし た。 こ の 3 つのコ ンセ

プト をも と に、 市民、 事業者、 行政が協働し ながら リ ノ ベーショ ンを進め、 地域資源を生かし た多

摩川周辺エリ アの魅力向上に取り 組みます。

1
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3

多摩川で の水上ア ク テ ィ ビ テ ィ を 楽し め
る 都内有数のレ ジャ ースポッ ト に

川や緑と いっ た身近な 自然に親し み、 水
辺の生き 物や植物と ふれあえる空間に

暖かい日は、 子ど も と 一緒にピ ク ニ ッ ク
で大人も 子ども も リ ラ ッ ク ス

泥遊びや工作な ど 夢中にな っ て 遊ぶ子ど
も たちを 見て、 大人たち も ほっ と ひと 息

ア ウト ド ア 気分を 満喫し て 、 日々の疲れ
を 癒し 、 身近な場所で味わえる 非日常

にぎ わい、 ス ポーツ 、 健康づく り 、 いろ
いろ な 人が出会いコ ミ ュ ニ テ ィ が育つ場

家族や友人と コ ーヒ ーを 楽し みな がら 多
摩川や富士山を 眺めら れる 絶景スポッ ト

狛江産野菜のマ ルシ ェ やキッ チ ン カ ーで
にぎわいと 地域のつながり を 生む

自然豊かな 狛江の街並みを 楽し み、 ゆっ
たり と 歩ける道

狛江の歴史や文化に触れな がら 、 古い時
代に思いを 馳せる こ と ができ る路（ みち ）

立ち 並ぶお店を 覗き な がら 、 軽食を 買っ
て、 わく わく し ながら 多摩川に向かう

自然エ ネルギーを 身近に感じ 、 学び、 体
験でき る ネッ ト ワーク づく り

3 4



エリ ア全体の考え方2

西河原公民館玉翠園石垣

水神社

多摩川

狛江駅

多摩川緑地公園グラウンド

和泉多摩川地区センター

多摩川自由ひろば

兜塚古墳

狛江高校

松林児童遊園

田中橋児童遊園

和泉多摩川駅

狛江五本松

世田谷通り

西河原公園

伊豆美神社

万葉歌碑 六郷さくら通り

西河原自然公園

むいから民家園

和泉多摩川商店街

あいとぴあセンター

六郷用水取水口

西河原公園周辺ゾーン

和泉多摩川駅周辺ゾーン

ぽかぽか広場

狛江で憩う 。 ふら っ と 行こ う 。

「 まち」 と 「 かわ」 が一体と なっ た

多摩川周辺エリ アの空間リ ノ ベーショ ン

和泉多摩川駅周辺ゾーン

「 こ こ ろ 躍る、 にぎわいのかわまち空間」

「 こ こ ろ 晴れる、 遊びと く つろ ぎの共存空間」

「 自然と 歴史をあじ わう 回遊のみち」

駅から 多摩川ま で 楽し く 安全に歩く こ と の

でき る みち や、 駅前の広場やぽかぽか広場、

小田急線高架下な ど に、 気軽にた たずめる

空間を 提案し ま す。 和泉多摩川商店街と も

連携し 、 にぎわいを 創出し ます。

多摩川では、 水上アク ティ ビ ティ を はじ め、

にぎ わいと 交流が生ま れる 狛江の特徴を 活

かし た、 かわまち 空間を提案し ます。

多摩川周辺エ リ ア において、 和泉多摩川周

辺と 西河原公園周辺を ２ つの重要ゾーン に

設定し 、 それぞれに合わせた魅力づく り と 、

ゾ ーン を 楽し く 歩ける 道で つな ぎ 、 地域資

源を 最大限に活かし た多摩川周辺エ リ ア を

目指し ます。

訪れる 人々が、 ま ち な かから 多摩川を 感じ

ら れ、 自然にふれあい、 ゆっ たり と 過ご せ

る 空間を 提案し ます。 公園や堤防を 活かし 、

五本松などの自然資源や、 そこ で楽し む人々

の様子を 眺めな がら たたずめる 日常の憩い

の場所と なる よう にし ます。

ゆっ た り と し た歩道のある 六郷さ く ら 通り

や和泉多摩川通り 、 多摩川の景色を 楽し め

る 堤防の道を 活かし 、 エ リ ア 内の歩道の拡

幅や車道の遊歩道化な ど によ り 、 市民が楽

し く 安全に歩く こ と がで き る 歩行者に優し

い歩行空間のネッ ト ワーク を 提案し ます。

また、 自然エネルギーを活用し たモビリ ティ

や、 分かり やすいサイ ン 表示によ り 、 エ リ

ア 内の自然と 歴史のネッ ト ワーク を つな ぎ

ます。

西河原公園周辺ゾーン

歩行空間ネッ ト ワーク
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狛江高校

和泉多摩川地区センタ ー

テラ ス＋カ フ ェ

階段＋ベンチ

階段＋ベンチ

堤防アク セス路

ト レ ーラ ーハウス
キッ チンカ ー

ワンド

市道 523 号線

せせら ぎ水路

ぽかぽか広場

和泉多摩川商店街

多摩川緑地グラ ウンド

川辺沿いのさ んぽ道

多摩川

多摩川自由ひろ ば

和泉多摩川駅

船着き 場

N

0m

和泉多摩川駅周辺ゾーン

100m50m

3 和泉多摩川駅周辺ゾーンの提案

「 こ こ ろ 躍る、 にぎわいのかわまち空間」

 提案ポイ ント 1： 駅北口広場の居場所づく り

 提案ポイ ン ト 4： 水辺と ふれあえる 空間づく り

 提案ポイ ン ト 5： 多摩川を臨む居場所づく り

 提案ポイ ン ト 6： 多摩川の自然を 感じ る 河川敷

 提案ポイ ン ト 3： 歩行者優先の道づく り

 提案ポイ ント 2： ぽかぽか広場と 高架下空間のにぎわいづく り

1 人でも 複数人でも く つろ げる デッ キタ イ プのベン チを 設け、

高校生が学校帰り におし ゃ べり し たり 、 バスを 待ち ながら 休

める 場所と し ま す。 和泉多摩川商店街の眺めも 確保する こ と

で、 商店街と のつながり も 確保し ます。

二ヶ 領宿河原堰によ る穏やかな多摩川の流れを

活かし 、 ボート やサッ プ 、 カ ヌ ーなどを楽し め

る都内有数のスポッ ト を 目指し ます。 ボート の

発着場と な る 川に降り ら れる 護岸を 設け、 ト

レ ーラ ーハウスなどを活用し レ ン タ ルができ る

施設なども 配置し ます。

せせら ぎ水路は子ども の遊び場と し て 、 日々の

暮ら し の中で水辺と ふれあえる 空間であるよ う

にし ます。

和泉多摩川地区セン タ ーと 堤防の間に飲食が楽し める テ ラ ス

を 設けたり 、 階段護岸を 整備し 、 野球など さ ま ざ まな活動を

眺めながら ゆっ たり と 過ごせる よ う にし ます。

多摩川自由ひろ ばの一部を 緩やかな ス ロ ープ にする こ と で 、

河畔と 一体的な空間と し 、 日常の憩いの場所と し ても 、 イ ベ

ント 利用と し ても 使いやすく し ます。

多摩水道橋付近から 上流部には、 川の営みでつ

く ら れる 河川敷を 残し 、 多摩川の自然にふれら

れる 場所と し ます。

駅南口の小田急線高架脇の道路の遊歩道化、 和泉多摩川通り

の横断歩道の拡幅、 市道 523 号線の歩道の拡幅によ り 、 駅か

ら 川ま で安全に歩ける 歩行者優先の道と し ま す。 ま た、 駅前

のアスフ ァ ルト 舗装と 歩道の舗装の色を 統一し 、 和泉多摩川

駅から 多摩川へのアク セスをわかり やすく し ます。

ぽかぽか広場と 小田急線の間の道を 遊歩道にし て柵を 撤去す

る こ と で、 広場と 高架下を 一体的な場所にし ま す。 広場に面

する 高架下空間にはカ フ ェ やテ イ ク アウト が可能な店舗を 誘

致する こ と で、 広場と 一体と なっ たにぎわい空間を 創出し ま

す。
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駅から 多摩川まで楽し く 安全に歩く こ と のでき るみちや、 駅前の広場やぽかぽか広

場、 小田急線高架下などに、 気軽にたたずめる空間を提案し ます。 和泉多摩川商店

街と も 連携し 、 にぎわいを創出し ます。

多摩川では、 水上アク ティ ビティ を はじ め、 にぎわいと 交流が生まれる狛江の特徴

を活かし た、 かわまち空間を提案し ます。



和泉多摩川商店街

横断歩道の拡幅

多摩川まで続く 舗装

市道 523 号線
歩道の拡幅

高架下空間

ぽかぽか広場

駅北口広場

デッ キタ イ プのベンチ

駅前と 商店街のにぎわいのつながり

和泉多摩川駅

遊歩道

N
0m

和泉多摩川駅周辺

100m

ぽかぽか広場

高架下空間の
店舗と 滞留空間

駅南口から 見たぽかぽか広場、 横断歩道
を拡幅するこ と で、 広場や川への行き や
すさ を高めます

和泉多摩川駅

横断歩道の拡幅

遊歩道化

3 和泉多摩川駅周辺ゾーンの提案

 提案ポイ ント 1： 駅北口広場の居場所づく り  提案ポイ ント 3： 歩行者優先の道づく り

 提案ポイ ント 2： ぽかぽか広場と 高架下空間のにぎわいづく り

商店街から見た駅北口広場の眺め
小田急線高架下の通路とベンチの位置を合
わせ、駅前から商店街のにぎわいも感じられ
るようにします

デッキタイプのベンチ

商店街

ぽかぽか広場

高架下空間の
店舗と 滞留空間
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駅北口広場の滞留スペース

現在の駅北口広場の骨格はそのままに、 樹木を 間引き 、 1 人でも 複数人でも く つろ げる デッ

キタ イ プ のベン チを 設けます。 高校生が学校帰り におし ゃ べり し たり 、 バスを 待ち ながら

休める 場所と し ま す。 和泉多摩川商店街と の眺めを 確保する こ と で、 商店街と のつながり

も 確保し ます。

さ まざまな使い方が可能なデッ キタ イ プのベンチ

大き さ の異なる デッ キタ イ プのベン チでは、 向かい合っ て座っ たり 、 横に並んで座っ たり 、

1 人でたたずんだり と 、 さ まざまな使い方ができ ます。

駅と 多摩川をつなぐ 歩道ネッ ト ワーク

駅南口の小田急線高架脇の道路の遊歩道化、 和泉多摩川通り の横断歩道の拡幅、 市道 523 号線

の歩道の拡幅によ り 、駅から 川まで安全に歩ける 歩行者優先の道と し ます。また、駅前のアスフ ァ

ルト 舗装と 歩道の舗装の色を 統一し 、 和泉多摩川駅から 多摩川へのアク セスを わかり やすく し

ます。

ぽかぽか広場と 一体と なる高架下空間

ぽかぽか広場と 小田急線の間の道を 遊歩道

にし て 柵を 撤去する こ と で、 広場と 高架下

が一体と なる 空間を つく り ます。

高架下のにぎわいと 滞留空間

広場に面する 高架下空間には、 お茶を 楽し

んだり 、 食べ物を テイ ク アウト でき る 店舗

を誘致し 、 広場と 一体と なっ たにぎわい空

間を つく り ます。

高架下空間には、 階段型のベン チや遊具も

設ける こ と で、 ぽかぽか広場や遊具で遊ぶ

子ども を眺めながら 、 のんびり 過ごすこ と

ができ るよ う にし ます。

駅南口と ぽかぽか広場・ 高架下空間をつなぐ

駅南口の高架脇道路を 遊歩道と し 、 横断歩道の幅を 広げる こ と で、 駅南口から ぽかぽか広場や

高架下空間の様子を見て取れたり 、 多摩川への行き 方を わかり やすく し ます。



3 和泉多摩川駅周辺ゾーンの提案

 提案ポイ ント 4： 水辺と ふれあえる空間づく り 提案ポイ ント 5： 多摩川を 臨む居場所づく り

狛江高校

和泉多摩川地区センタ ー

テラ スと カ フ ェ

階段ベンチ

階段ベンチ

堤防アク セス路

ト レ ーラ ーハウス
キッ チンカ ー

ワンド

市道 523 号線

せせら ぎ水路

ぽかぽか広場

多摩川緑地グラ ウンド

川辺沿いのさ んぽ道

多摩川

多摩川自由ひろ ば

船着き 場

N
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和泉多摩川駅周辺ゾーン
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せせら ぎ水路

小さ な子ども でも 水遊びでき る せせら ぎ水路。 暑い日でも 日陰

で見守れる よ う に、 小田急線の橋の近く に配置し ます。

テラ スと カ フ ェ

和泉多摩川地区セン タ ーと 堤防の間に、 堤防と 同じ 高さ のテ

ラ スを 設け、 多摩川のさ ま ざまな活動を 眺めながら 、 飲食が

楽し めるカ フ ェ を つく り ます。

船着き 場

カ ヌ ーやボート を 進水でき る 緩やかな傾斜と 、 サッ プなどが

し やすい階段状の護岸によ る 船着き 場を 設けます。

ベンチタ イ プの階段護岸と 緩やかなスロープ

腰掛けやすい段差の護岸を 設け、 野球の応援や多摩川の風景

をのんびり 楽し める よう にし ます。

多摩川自由ひろ ばの一部を 緩やかな ス ロ ープ にする こ と で 、

河畔と 一体的な空間と し 、 日常の憩いの場と し ても 、 イ ベン

ト 利用と し ても 使いやすく し ます。

ワンド

狛江の風物詩だっ た多摩川のボート 乗り 場を 復活し 、 水上ア

ク ティ ビティ の拠点を つく り ます。

ト レーラ ーハウスやキッ チンカ ー

せせら ぎ 水路やワン ド の近く にト レ ーラ ーハウスやキッ チン

カ ーを 配置し 、 飲食を楽し みながら 過ごせる よ う にし ます。

階段ベンチ

テラ スと カ フ ェ

多摩川自由ひろ ば

多摩川緑地グラ ウンド

和泉多摩川地区センタ ー



多摩川

五本松
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キッ ズスペース＋店舗
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西河原自然公園
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公民館脇大階段

噴水

ウッ ド デッ キ

プレーパーク

幅広滑り 台

階段＋ベンチ
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アスレチッ ク 遊具
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4 西河原公園周辺ゾーンの提案

 提案ポイ ン ト 4： 六郷用水取水口の居場所づく り

 提案ポイ ン ト 3： 堤防と 公園の一体化

 提案ポイ ント 2： 西河原公園と 西河原公民館のリ ニュ ーアル

ま ち と 堤防の高低差が小さ く 、 ま ち から アク セスし やすい六

郷用水取水口にカ フ ェ やキッ チン カ ーのスペースを 設け、 富

士山や多摩川を 眺めながら 、家族や友人、と き には 1 人で、ゆっ

たり 過ごせる場所と し ます。

堤防の背面を 盛り 土し 、 堤防道路や松林児童遊園と 、 西河原公園

を 緩やかな斜面でつなぐ こ と で、 多摩川と 公園を 行き 来し やすい

よ う にし ます。 緩やかな斜面を 利用し て、 子ども 向けの遊具を 配

置し ます。

プレ ーパーク の機能はそのままに、 大き な芝生広場を 設け、 堤防

の斜面も 利用し 、 思い思いの過ごし 方ができ る 公園へと リ ニュ ー

アルし ます。 公園と 公民館に挟まれた道路を 遊歩道化し 、 公民館

の駐車場の一部にキッ ズスペースや店舗、 公園には水遊びのでき

る 噴水やウッ ド デッ キ、 キッ チン カ ースペースを 設け、 子育て世

代の居場所をつく り ます。

 提案ポイ ン ト 1： 六郷さ く ら 通り ・ 西河原公園・ 多摩川の一体化

六郷さ く ら 通り 、 西河原公園、 多摩川を ひと つなぎの空間にする

こ と で魅力を高めます。 そのために、 西河原公民館脇の階段を広

げ、 公園の新たな入口と し 、 六郷さ く ら 通り から 公園や堤防上で

過ごす人たちの楽し そう な様子や、 多摩川の五本松を 印象的に眺

めら れる よ う にし ます。 堤防と 公園の柵を 外し 、 堤防と 公園をつ

なぐ 階段やベン チを設けるこ と で、 堤防から も 公園の楽し い様子

を 眺めら れるよ う にし ます。

訪れる人々が、 まちなかから 多摩川を感じ ら れ、 自然にふれあい、 ゆっ たり と 過ご

せる空間を提案し ます。 公園や堤防を活かし 、 五本松などの自然資源や、 そこ で楽

し む人々の様子を眺めながら たたずめる日常の憩いの場所と なるよう にし ます。

「 こ こ ろ 晴れる、 遊びと く つろ ぎの共存空間」

13 14



4 西河原公園周辺ゾーンの提案

 提案ポイ ント 1： 六郷さ く ら 通り ・ 西河原公園・ 多摩川の一体化  提案ポイ ント 2： 西河原公園と 西河原公民館のリ ニュ ーアル

大き な芝生広場を中心に、 公民館や堤防をと り こ んだ気持ちの良い公園

公園内の見通し を 妨げていた低木植栽を 無く し 、 大き な芝生広場を 中心と し た公園

にリ ニュ ーアルし ます。 大き さ な芝生広場では、 ピ ク ニッ ク やかけっ こ など多様な

過ごし 方ができ ます。

また、 公民館やあいと ぴあセン タ ー、 多摩川堤防と の境を 無く し 、 隣接する 施設と

一体と なっ た魅力的な場所を つく り 、 子育てがし やすく 、 そこ に行けば誰かに会え

る公園にし ます。

プレーパーク と 堤防の幅広滑り 台

プレ ーパーク の機能はそのままに、 堤防や芝生広場も 含めて広

く 使える 空間にし ます。 堤防と 公園の柵を 外し 、 幅広滑り 台を

設ける こ と で、 子ども たち が体を 動かし て楽し める 場所を 増や

し ます。

六郷さ く ら 通り と 公園をつなぐ 公民館脇の大階段

ウッ ド デッ キや噴水で遊ぶ子ども や、 キッ チン カ ーで買っ たも

のを 食べる 人の姿の向こ う に、 多摩川の堤防のベン チに座る 人

や幅広滑り 台で遊ぶ子ども の姿、 狛江の五本松が見える よ う に

する こ と で、 公園に行っ てみたく なる エン ト ラ ン ス空間にし ま

す。

多摩川と 公園をつなぐ 堤防斜面

堤防から 公園の見通し を 良く し 、 堤防斜面に階段ベン チを 設

ける こ と で、 多摩川沿いで散歩やラ ン ニン グ、 サイ ク リ ン グ

を楽し む人も 休憩でき る 場所を つく り ます。

階段ベン チから は、 芝生広場やプ レ ーパーク で遊ぶ子ども た

ちの姿を眺めるこ と ができ ます。

六郷さ く ら 通り ・ 西河原公園・ 多摩川をつなぐ

西河原公民館脇の階段を 公園へのエン ト ラ ン ス空間と し 、 六郷さ く ら 通り から 公園

の楽し そう な様子や多摩川の五本松が印象的に眺めら れる よ う にする こ と で 、 川と

まち と 公園を一体的な空間にし ます。

六郷さ く ら 通り と 堤防を つなぐ 園路に沿っ て、 デッ キや噴水のある 広場、 芝生広場、

プ レ ーパーク 、 階段ベン チや幅広滑り 台を 園路に配置し 、 見通し の良い開放的な空

間と し ます。

公民館前の公園エント ラ ンス

公園に面する 公民館 1 階にはキッ ズスペースと 店舗、 向かい側

の公園にはウッ ド デッ キと 噴水によ る 広場を つく り ます。 噴水

での水遊びやキッ チン カ ーによ る にぎわいなど、 公園の入口に

ふさ わし い場所と し ます。

プレーパーク

五本松

西河原公民館

公民館脇大階段

噴水

デッ キ

芝生広場

階段ベンチ

プレーパーク
五本松

西河原公民館

池

デッ キ

芝生広場

多摩川

階段ベンチ
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五本松

プレ ーパーク

階段ベンチ

階段ベンチ

デッ キ

噴水

キッ チンカ ー

幅広滑り 台

幅広滑り 台

堤防

店舗

キッ ズスペース



4 西河原公園周辺ゾーンの提案

 提案ポイ ント 3： 堤防と 公園の一体化  提案ポイ ント 4： 六郷用水取水口の居場所づく り

六郷用水取水口脇の広場

まち と 堤防の高低差が小さ く 、 まちから アク セスし やすい六郷用水広場にカ フ ェ やキッ チン

カ ーのスペースを 設け、 多摩川を 眺めながら 、 家族や友人、 と き には 1 人で、 ゆっ たり 過ご

せる 場所を つく り ます。

また、 万葉歌碑や玉翠園の石垣など、 狛江の歴史めぐ り の起点と なるよ う にし ます。

六郷用水取水口脇のカ フ ェ

六郷さ く ら 通り から も 目立ち 、 多摩川を 眺めら れる 場所に、 テラ スのある カ

フ ェ を 設けます。 散策やラ ン ニン グ、 サイ ク リ ン グの休憩場所や、 市民がお

茶を 楽し む場所にし ます。

松林児童遊園と 脇の道

松林児童遊園の脇の道と 柵を 無く し 、 松林児童遊園と 堤防を ゆる やかにつなぎます。 川を

眺めながら 遊んだり 、 休んだり でき る 場所にし ます。

堤防と 公園の一体化

堤防の公園側を 盛り 土し 、 堤防道路や松林児童遊園と 、 西河原公園を 緩やかな斜面でつなぐ

ごと で、多摩川と 公園を 行き 来し やすいよ う にし ます。斜面には木製のアスレ チッ ク を 配置し 、

子ども の遊び場を つく り ます。

六郷用水取水口と 西河原公園をつなぐ

取水口脇の広場と 西河原公園を ゆる やかな 斜面で

つなぐ こ と で、 公園と の行き 来を し やすいよう にし

ます。

西河原公民館 あいと ぴあセンタ ー

五本松

芝生広場

松林児童遊園

階段ベンチ

公園と 堤防
を つなぐ 道

児童遊園と 堤防の間の道
を 無く し 、 公園と 一体化

堤防

アスレ チッ ク

堤防背面の盛り 土

五本松

西河原公園

多摩川

水神社

六郷さ く ら 通り

六郷用水取水口

万葉歌碑

六郷用水
取水口脇のカ フ ェ
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狛江高校
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西河原公園
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西河原自然公園
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和泉多摩川商店街
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西河原公園周辺ゾーン

和泉多摩川駅周辺ゾーン

5 ゾーンをつなぐ 歩行空間ネッ ト ワーク

 提案ポイ ン ト ３ ： モビ リ ティ の導入『 グリ スロ』

 提案ポイ ン ト 2： 道路サイ ン による 来訪者の誘導

六郷用水取水口脇のカ フ ェ を 拠点に、 グリ ーン ス

ロ ーモビ リ テ ィ を 試験導入し 、 親子連れや高齢者

を西河原公園や歴史スポッ ト に呼び込みます。

万葉歌碑やむいから 民家園、 玉翠園跡の石垣、 伊

豆美神社など、 エ リ ア内に点在する 歴史スポッ ト

を 歩行者が気持ち よ く 回る こ と ができ る よ う 、 道

路標示や誘導・ 説明サイ ン を 整備し ます。

 提案ポイ ン ト 1： 既存施設を 活かし た滞留空間

歩行空間ネッ ト ワーク 沿いに公共施設や広場を 活

かし た滞留空間を つく る こ と で 、 目的地と なる 場

所を 増やし 、 ウォ ーカ ブルなまち にし ます。

ゆっ たり と し た歩道のある六郷さ く ら 通り や和泉多摩川通り 、 多摩川の景色を楽し

める堤防の道を活かし 、 エリ ア内の歩道の拡幅や車道の遊歩道化などにより 、 市民

が楽し く 安全に歩く こ と ができ る歩行者に優し い歩行空間のネッ ト ワーク を提案し

ます。 また、 自然エネルギーを活用し たモビリ ティ や、 分かり やすいサイ ン表示に

より 、 エリ ア内の自然と 歴史のネッ ト ワーク をつなぎます。

「 自然と 歴史を あじ わう 回遊のみち」

19 20

歴史的な建物を 改修し 、 地域住民の居場所と し て活用し

ている事例（ 岩手県住田町）

昔の橋やかつての風景を 伝えるサイ ン（ 東京都中央区）

出典： 電脳交通 H P

環境省 IoT 技術等を 活用し たグリ ーン スロ ーモビ リ テ ィ
の効果的導入実証事業（ 広島県尾道市）



6 7実現に向けて大切にするこ と 策定経緯と 検討体制

今回の提案をプロジェ ク ト と し て進めていく ために、 検討会議やト ラ イ アル（ 社会実験） など、 市民や事業者が主体

的に参加できる「 市民参加型」 の取り 組みができ る体制をつく り ます。

未来戦略会議 2021-2022 アド バイ ザー：

二井 昭佳 教授 紹介

1975 年生ま れ。 博士（ 工学）。 国士舘大学理工学部まち づく り 学系

教授。 土木デザイ ン や景観ま ち づく り を 専門と し 、 復興ま ち づく り

や駅前広場、道の駅や橋、水辺空間など、多く のプロジェ ク ト に関わっ

ています。 国土交通省や町田市など でも 景観アド バイ ザーを 務めて

おり 、 多摩川周辺エリ アの未来構想のアド バイ ザーを依頼し まし た。

公園や道路などのパブリ ッ ク スペースを 活用し たにぎわいの創出と、 パブリ ッ ク スペースが日常的な居場所と し て多

様な目的やラ イ フ スタ イ ルが共存し つながるこ と ができる場と し て活用でき るよう にし ます。

ふら っ と 立ち寄れる居心地の良い公園の整備、 道路を 活用し たにぎわいスペースの設置、 サテラ イ ト オフ ィ スの設置

などにより 「 職住近接のまち」 と し ての機能を持たせるこ と を目指し ます。

多摩川周辺エリ アには、 公共・ 民間を問わず、 多く の魅力的な空間資源が存在し ています。 本デザイ ンノ ート にて提

案し たよう に、 隣接する空間資源を 一体化するこ と で、 その魅力を 高め、 にぎわいと く つろ ぎを 楽し める市民の居場

所をつく り ます。
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 提案ポイ ント 1： 隣接する空間の一体化に向けた工夫

 提案ポイ ント 2： 公共空間のオープン化に向けた工夫

 提案ポイ ント 3： 市民と の協働
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第 12 回グループミ ーティ ン グ（ 2022 年９ 月 14 日）

　 　 　 多摩川周辺エリ ア・ 未来デザイ ンノ ート の完成

第 11 回グループミ ーティ ン グ（ 2022 年８ 月 17 日）

　 　 　 多摩川河川敷周辺における計画案の検討

第 10 回グループミ ーティ ン グ（ 2022 年７ 月 27 日）

　 　 　 模型によ る 計画案の検討②（ 和泉多摩川駅周辺・ 西河原公園周辺）

第９ 回グループミ ーティ ング（ 2022 年６ 月 29 日）

　 　 　 模型によ る 計画案の検討①（ 和泉多摩川駅周辺・ 西河原公園周辺）

第８ 回グループミ ーティ ング（ 2022 年５ 月 25 日）

　 　 　 フ ィ ールド ワーク に基づく 空間改善案の検討

事例視察（ 2022 年５ 月 15 日）

　 　 　 南町田グラ ンベリ ーパーク

第６ 回グループミ ーティ ング（ 2022 年３ 月 16 日）

　 　 　 多摩川・ 未来デザイ ン ノ ート 全体コ ン セプト の完成

第４ 回グループミ ーティ ング（ 2022 年１ 月 19 日）

　 　 　 多摩川エリ ア全体コ ン セプト と 実現に向けた計画案の検討

第５ 回グループミ ーティ ング（ 2022 年２ 月 16 日）

　 　 　 多摩川エリ ア全体コ ン セプト の決定

第７ 回グループミ ーティ ング（ 2022 年４ 月 26 日）

　 　 　 多摩川周辺のフ ィ ールド ワーク

第３ 回グループミ ーティ ング（ 2021 年 12 月 16 日）

　 　 　 2021 未来戦略会議アド バイ ザ－二井先生によ る 基調講話

第２ 回グループミ ーティ ング（ 2021 年 11 月 25 日）

　 　 　 再エネ供給をはじ めと する検討（ 三菱商事株式会社）

第１ 回グループミ ーティ ング（ 2021 年 11 月 16 日）

　 　 　 市長講話

■未来戦略会議 2021-2022 の検討体制

所属部署 氏名 職名 役割

企画財政部
秘書広報室広報広聴担当

掛川 智史 主査 　

総務部
施設課施設計画係

村木 浩子 主任 　

福祉保健部
福祉相談課生活支援係

宇野 暁行 主事 　

子ども 家庭部
子ども 政策課企画支援係

西村 亜輝彦 係長 ○

子ども 家庭部
児童育成課放課後対策推進担当

加藤 裕之 主査 ◎

環境部
環境政策課環境係

須藤 菜穂 主任 　

環境部
環境政策課水と 緑の係

海老原 悠輔 係長 ○

都市建設部
まち づく り 推進課まちづく り 推進担当

北川 香織 主事 　

都市建設部
整備課財産管理係

荻野 生雄 主任 　

教育部
社会教育課社会教育係

瀧川 直樹
課長
補佐

　

　 ◎： リ ーダー、 ○： サブリ ーダー

未来戦略会議
2021-2022 アド バイ ザー

二井 昭佳
（ 国士舘大学 理工学部
 まち づく り 学系 教授）

未来デザイ ンノ ート
作成協力

田口 凌介
（ 国士舘大学大学院 建設工学専
攻 景観・ デザイ ン 研究室） 

模型作成等協力
国士舘大学 理工学部
まち づく り 学系 
景観・ デザイ ン研究室

事務局
銀林 悠、 田代 興大、 加藤 花、
福井 昌美

（ 企画財政部未来戦略室）

公園と 商業施設を 一体的に整備し 、 魅力的な空間を 生み出し ている 例

（ 東京都中野区）

ぽかぽか広場のオープニングイ ベント 「 ぽかフ ェ ス」 の様子

河川管理者と 市町村が協力し 、 お互いの敷地境界を ま たいで整備し 、

まちと 川を つなぐ かわまち空間を 生み出し ている例（ 島根県津和野町）

各ゾーンの空間イ メ ージを議論

（ 第 8 回 /2022 年 5 月）

模型による計画案の議論

（ 第 9 回 /2022 年 6 月）

未来戦略会議メ ン バーと 、 検討に

参加し た 国士舘大学景観・ デザイ

ン研究室のメ ンバーの記念写真

現地調査で魅力と 課題の再確認

（ 第 7 回 /2022 年 4 月）

気持ち良い環境で仕事に取り 組む（ 東京都町田市）

社会

実験

「 計画」 の策定

事業

協議・ 調整

・ 関係機関協議

・ 法規制と の整合

・ 事業スケジュ ール

・ 担当部署の確定

・ 利用者のニーズ把握

・ 周辺住民意向の調査

住民参加

P5-P8、 P10-P14、 P19-P20 で用いた地図は、「 国土地理院基盤地図情報」 を 加工し て作成し たも のです


